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病害議防用薬剤の効果の研究第4報
小菱商に於砂る白溢病に劃する効果の検定
西門義一・中山隆夫・大島俊市
1，緒 胃病害韓防用繋剤の効力検定の方
法さしτ、融債鏡用載物碕子~使用する法(8) 稲
胡麻藁枯病に封じては輔の成葉同或は幼首を使
}関する法.(G)等につきτは既tニ報告した。前中帽
の幼首慎用は稲胡麻嚢枯病lニは恰好なる方法で
ある3本報告では小宴の白埠病態防上の効力者F
'1、書簡で試験し!蹟る興味ある結果ぞ得たから弦
l二報告ー する。
本報告所載の貰験に使用した海防用薬剤は前
報告に於けるさ完〈同様でJ柑れも其製造曾祉
の聞係者位の好意口よって贈興され先物であ
るo供用温度も賂!闘機捕虜撒布の方法は前報
告遁りじ行ったq
本務究の費用は技術院助成金、並に文部省自
撚科皐試験研究賓の一部で支解されすごものぞあ
るq 記じて探甚の謝意を表する。
2，実験の方法
(1)侠試小事苗の栽培 小夢白;溢病l二遣すす.
る各種撒布薬剤の油カ~調査するに雷りてては、
省主続物ぞもってすれば春期に圃揚に栽培され
対小委~用ひるのであるが、新る"jj'法は小穿に
限ら州れの作物に町側、圃場必要するの
は勿論の事、これが貰験に或る棋吏の精密性を
拘1こせるには、聾多困難のある毒事は誰じも劉験
ずる所勺ある司令こそ審者等・は姫木鉢i二小事を
栽培t....その幼苗のG(ll二貰験調宣伝完了する方
i識や考案しJt:.0i>である。この方:法はあらゆる郡
稲於τ都合が好し特にその栽培の簡易、その
償還の容易な事S、供試植物は念に生育せしめ
得る利動があるコ且貰験の反復じよって結果に
百J成の信額位争加型へる事が出来るq その栽培法
を議ばれば、小型;議撞植木鈴径15瓶、深さ18糎
'.atる質験:'C'Iま笹20軒深さ16糎の大型鉢を用ひ
時揚会もあづ主こか刊、型の;庁が適して1ゐ化。〉巳Ij、
1普段林δ載の種子ぞ橡め100'0傍の妻子家水tニて泊
二島し7]<.洗後よ〈乾燥したものを、 1齢l二16乃至
21;粒:橋下じ1:.ョ鉢は附子室内のトロリ上に並ペ t
管理し、 10乃至15本t二世立て大Q 1、多衝は硝
子室では容易に白溢病に侵されるが之令室外t二
お〈さ数寄が殆んrないa只餐の下で栽培する
さ躍病し易くなるので室外の賓下で栽培し1::0
襲剤撒布後は後遺の如〈硝子室内に移しτ給水
怯葉にかからぬ様に行ひ珪病を待った由此の分
生胞子の費芽は聞係漁度10""":"35%の聞なも費芽
し得るが、・紫外線は費芽ぞ抑制するのぞ(fl碕
子室拘の乾僻賦態守よ〈躍病する韓であるq 筆
者は斯ういふ献恕で小憂苗を栽培し賓験に供用
しすこョ賓験は昭和19年5月17日の第1回目や開
始L、。月26日じ第5回目の調査を終了し紅白
この期間にあっては稜子の播下後1ルー 16日目に
幼植物は薬密3枚付砂てゐる韓度の鷲宵f，ej逮ゆ
てゐた3 各襲脅lの濃度につき全賓験令遁じて3
-5個の砕を使用しな司襲野H散布に雷つては、
先づ鉢を篭動力じ?亡回特する個板上巳載せ、 10
秒間約4白廻縛する様i二摂置しτ務め調製しk
襲剤ぞ篭動力に1依るコレプレツサーで‘ b封度
の匪力のもさじ秘物の表面に綿密に撒布したの
であるν以後再びトロリー上に戻して硝子室内
tニ雨じ繍わぬ様保ったa潜水は植物の築面に水
滴が踊れぬ様特にi主意を掛ったa白協病菌の掻
種は圃揚にτ採集した被害小夢葉の分~胞子の
懸浮液そ撒布しすこ切であるが、ニめ時期iこは純
物'i-冊子室内tニ保って居けば自然接積によって
聾病する可能性が甚光大きいので必余しも人工
的に接穂高?行は?zZも可νのではないかさ考内
られる。
(2)効カ調査のカ・法 各供試植木鉢の小型F
A二就き茸属病の科度そ病斑の大小数量等tこより
判然表示する挙がib要である 3然し白浪病菌の
揖合之iま相官困難な事である=夫故被害))大な
る物を41油、 t被害無合ものや01占乏し僅かに被
害福認める物そ1齢、その中閉そ2或は3艶さ
摂動したq 最初民此等の艶敏tニ相官する被害程
度の植木鉢そ定li5おき之ぞ標準ミし‘各鉢め被
害t.e之三比較して掛勤した。採艶iニ嘗り?τ絃各
供試鉢を1個宛取り出し此を数人ぞく記録iニは
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調査者1.n. I等さした〉各自に被害程度ぞ探
艶しず三コ新〈して官酪銭高F終っτから結果~掛照
しτ記録の童文字に蝕む開舎の大含い物がある時
拡責物そ再検し調査者合議の結果骸字の改訂4>
付けて、鯛室内で費芽せしめ1何本を仕立τ1:.;，
5月29日襲聞や前記のj)・怯ぞ噴霧し、むこ白漣
病菌被害脅~葉巳形成の分生胞子を挺布線覆し
たョ之そ硝子室内で雨iニt、からぬ様t号して、白
持病聾摘を待ち6月5日に歪わ高J~主の方法ぞ結
果そ調査したっ其結果は第2表の知〈ひあるq
行ひ結果の正確~失せぬ様にした。新〈しすこ調
査の:4')レドク漉撒衡の小穿に於ける躍病程度は
第 1表の如く?ある。 貰験第2 夏に同ーの方法e第2回の貫験1e
~)レドタ液の小穿白溢病菌に針する効力調査(躍病理占数〉第 1表
Eミミ 0.5，.液 0.126%液A B G D E A B C D E 
I 3 3.5 1 も 2 2， 2.5 2.5 坦.5 2 . 2.5 
• 
'1 2 3 ， 2 3 3 3 3 2 3 
E s 生 4 3 3 2 2 2 2 3 
E 8 3 3 2.7 2 2.7 2 宮.7 3 2.7 . 
ー卒 鈎 2.75 3.88 8.75 2.43 2.50 11.55 11.37 2.55 2.25 11.80 
lJS 均 11.76骨 2.ι0* 
新〈して得?之2.76或は 2.舶を夫キ第1問責 反復鈍行し't:.Q 供用小~1Äは前回同様ぞ 6 月 1
験に於けるかソレドヲ波υ.5%及0.125，%液撒布 日供試薬献を撒布し、:1¥C'白溢病菌を接種じ、
小要の躍病艶敷乏しずZu此艶載の・大きい程躍病 硝子室内で雨にかからぬ様i二して自泌病め費生
が高〈供試繋液の費情制止力が低い事者F示して や待ったo;.U;::寸法、供用鉢童文、調査Ji法等は第
居る。 1固さ完〈同様であるq更に其結某の要量自のみ
3.実験の鯖県 ;z.第 1 回覧験の夫~ (第2表〕比較して見るさ
くり貫輪第1 吠に昭材19~手 5 月 17日程 15 第3表の如〈ぞある白
糎深さ18輝の陶製の植木鉢tこ小穿種子ぞ12粒務 第 3表の童文字で見るさ第1及第2質験的結果
第 2表 撒布繋聞の小夢白溢病菌iこ射する効力調査〈第ァ回〉
活干重明18・5.17日 施肥 6.80日 誕剤撒布 6.29日 結果調査 6.5Ei
二子子支 0.6抑制:附 | 0.1泌%C議期1;水胞のAIBlclnlEI卒均 AI BI {J lnIEI単白
石灰硫黄合剤 LS 1.18 1.4{3 
" 
1.68 1.93 1.08 1.30 3.25 I 2.58 B‘⑮3 ~.亨6 2.o8 ~.S3 
ヲパす・ 4 トLa 1.50 1.48 1.00 1.00 0.85 1.16 3‘晶3 8.3!! 3.25 2.(i7 3.2号 3.18 
:r:灰硫黄令剤..SN" '2.00 1.30 2.00 i.60 1.10 1.旬 3.38 2.95 3.00 3.08 2.S8 3.05 
" イ ，. 80 3.α} 2.10 2.80. 3.30 2.80 2.80 2:(;0 2"30 2.30 事.80 2.1η 2.5l! 
:J ..ヂノイ F玄O 3.05 2~87 2.80 3.17 3.32 3.04 3.50 3.75 3.37 3‘∞ 3.30 3.33 
ボ凡ド歩令剤 B 2.75 3.38 3.75 2.43 也.50 2.7'" 2.55 2.{;7 2.55 2.25 2;80 2.5C* 
銅虫剤入肢が 3.18 4.∞ 3.60 3.75 3.88 3.66 3.67 a.8i 長.15，3.46 3.守.) 3-16 
開 2 t沈静2 3.50 2.88 3.60 s、93 3.33 3.4.3 3.75 3.50 3.&7 3.4¥1 3.07 3.46 
枇 草食 銅 AS 2.61 2.87 2.80 3.07 2.50 2.76 3.37 3.80 3.25 3.0，7 1 72 3.2晶
低含銅製剤LCu 3.26 2.&1 3.25 2.87 3.25 3.09 3.87 3.25 2.112 2.87 ;>・25 3.21 
有機銅製剤OCu 3.07 ト2.4.7 3.20 3.~2 ， 2.50 2.91 8.45 3.1!5 3.25 2.55 曹.00 3.1η ， 
標 司君 C 3.90 4.00 3.20 3.75 5.6!! 晶、1)() 3.81 
備考 AB及びGは各・I!1t:糧鉢.D及ぴEは各径22!・鉢1二栽堵の物 持 2. 'l~ 及Il .ÖO は夫々告書 1 震の緩果の
2JS.均'を表Itす。
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第3表撒布製剤lの小委白越病菌lこ
針する効力調査
(第1-1究騒の綜巣の機事〉
守主 0.6 % 0.12[;% ~刊 1 I 1I平均
お灰ポ""'11'歩 B 2.76 3.7~ 3.25 11.50 3.43 :1.97 
11 ;製剤 1続料 3.66 11.79 3.23 3.76 3.27 3.52 
ー
2 t!静I 3.43 3.82 3.63 3.46 3.77 3.62 
枇 酸 銅 AS2.76 3.42 3.08 3.24 3.53 3.39 
有機銅製剤OCu宮.913.74 3.33 8.10 3.67 3.39 
信含銅製剤LCu3.09 3.55 8.28 3.21 3.28 3.25 
府灰硫黄4予期 Ls1.30 0.86 1.08 2.98 1.83 2.41 
不;灰硫黄合野I翠 SN I.GO 1.03 1.32 3.05 2.42 2.74 
，. ;tサイト La¥.16 1.25 1.21 8.18 1.75 2.4C 
、J イ ~. s。¥1.8C 1.08 1.倒 2.52 1. 77 2.15 
rm Cト十件付u判3.61ト
及弘15動E護病防止力説かなり低下する軌示
r.Aこ。一方鏑~主剤ざしたSFJレドク波、銅製剤
1就及2披其地I:!於τは0.-125%では勿論0.5%
液でも向恥数3.り前後で費病制止の効呆は殆L
r無い様であった由
(2) 賓験 3~5 上記の結果から第3回責験
以下では合銅製剤では夏に浪度l.()%波高F試験
するさ共に合硫黄製剤では0.25%波高Fも保定試
験する事にして同様刀貰験を反復した1斯己し
τ第3回貰験では昭和19年5月30日に犬形陶製
植木鉢iこ15位鴻付わ、 6月8日i泊施肥(硫安反
嘗二貫匁)6月10日lニ薬剤撒布ゃなし6月節目
じ結果を調査しk。第4回貰験では同6月3日
大型秘木鉢に蒔付や行ひ、 17臼施nr、19日に襲
剤ぞ撒布し6月26日に結果ぞ調査したD 第5・回
賓験は蒔付、施肥襲脅撒布並に結呆の調査等は
第4回賓験の夫ミ同時であるョ只供用植木鉢は
径1銅の小型僻での小事務であった。新〈して
で僅少の振れはないそもないが大障に於てよく 質験した各国の結呆の要動さ其本均さぞ掲ける
←散しτゐる此雨回の賓験結果の卒均についτ さ議4表の如4である。
jj!るさ石炭硫黄合・剤、ヨバサ"}~及石灰航黄合 第4表の結果ぞ曲線にて園示するさ、第1，聞'
剤め撃は0.5;"(或は0.5度〉液を撒布すれば費 表の加くである。
摘制止の効果カt顕著で其躍病艶童文は夫キ1.08， 第4表及第1図表ぞ遁賀するさ本質験の甑毘・
1.~1及1.32動そ示し、ツイドは之より摘キ劣り に於τは銅令主鄭jざしたボルドク波、銅製剤1
1.~4誌を示Lt:.~然し之ぞ夏に 4慢に稀縛した 蹴、 2続、 3蹴、枇酸鋼、有機銅製剤、低金銅
0・仰肘開反埼合側ラパサイド、石灰 A製剤或I!:Jげノイドに於ては其M 加知
礎資合剤の薬及ソイドは夫キ2.41，2.~6 ， 2.74 き濃度液でも躍病貼教は3山に5!t<無襲剤匝の
第 4表 撤布襲剤の小~白溢病菌に射する効力調査 CI-vの平均〉 ‘
0.{96 0.25% 0.125% 除雪ElJ1|平均 1 I 1 I J[ 1皿Iv I平均 II]J[/vl平均 11:0 /o./]J[/V I平均
1. 1~ 2.-89 宮76l3743873.79 l. 77 3.1!': 3.85 3.85 3.5013.43 3.46 
嗣製剤1披 .Gl 13.9~ 1.90 3.30 3.M:2. 7~lol.07 3.46 ;3.36 3.2C> ol.96 2.9G 3. '761:3.立7 3.51 
" 2瞭 .4313.742.62 3.26 3.ム8213・創4.00 2.14 3.36 .3.8:; 3.8G 3.4613.77 3.62 
庁 2..，'3 13.1[，13.84 主.293.09 3，2r. Loo 1.91 3.08 3.95 3.95 
陣段銅 ・ 68宮.3~3.08 宮.7613.削除.!o3.98 2.46 3.16 3.56 3.li6 3.2413.53 4・ 3.39 
府陸猛欄毒鰭拙銅製鰐合賊∞L間Z E2 04 
2.61 3.0G 2.9113.7412.62 3.96 主.613.1!: :L82 3.82 3.1013.67 3.39 
2.'7113.98 2.s5 3.11 3.0913.5513.13 ;~ .80 :.1.05 3.12 d.2tI3.28 3.25 
1.d211.43 0.6( 1.目3
1318e0faH1  0 86184 
1.67 0.46 1.16 1.91 2.l5 0.5611.5] 2.9311.83 1.61 3.31 0.90 2.11 
0.9211.40 0.62 O.羽 . 61. 0310 .952.62 0.53 1.34 :.J.宮13.U: 0.5011.96 3.d51:.J.42 2.30 3.67 0.79 
2.4¥ B9 E 
0.9111.80 0.52 1.07 1.1611. 2510.73 2.65 0.75 1.30 l.07 a.35 0.3811.26 3.18]1. 75 1.43 2.51 0.59 1. 
V イド 8011.'2111.32 0.71 1.48 2.8011.0811.69 2.55 0.70 1.76 富.2li3.04 0.6111.9& 2.521t. 77 2.14 
3 冒ヂノイ KOI3.83I3.92
F 
0.68 2.81 3.0"3.2312.25 3.96 1.57 1.81 3.59 01.∞ 1.5113.03 3.3813.13 3.26 
相臨 司匝C 2.77 3.57 一・。l) - 32-
， 
F 
• 
• 
fi7t:比してえ費
な〈其首候防的効果
の殆んrない司'fJ'
明けとなった。
之に医して硫黄，z.
主剤乏した右民晴
第 1随表
撒布薬剤の小..自溢病tこ劃する効力
く:7(・1-5の平絢}
策合剤、石炭硫黄 権
合剤の議、ラパサ
~ ，.、!I"~..等で
は.病制止力が強
し1.0%'"E'は宿
病艶が夫々1.03，
0.98.， 1.07及1.48
5誌で0.5%液〈賓融
5固め卒均〉でも
備
書E
重量
~ 
-・.1 ， 
.2i‘ 
， 
.夫~.16 ， 1.34， -(1m t 0.'幼 45' 1.0 
1 銅製剤 1 銭
2 銅製劃~ Jt 
L 低含銅製剤
AS 嘱S 酸 銅。有機銅製剤
3 銅製剤 S It 
B .y，為-~. ~...合剣
KO -・ヂ J イド
80 y イ ~. 
LA ラぷすイト
• 
LS 石灰硫賞金剤
8N 右灰硫黄合剤0・
1.30及1.76匙を示 義剤遺 目r(%) 
した。然し0.25%'1液さなるさ効力問減少し躍病
程度は夫々 1.町， 1.9@， 1.29及1.開島市0.125
%液では効力は更に低下し、'夫k2.11，2.42， 
1'.89， 2.41酷であったq
上詑供試薬婦は各製品を同じ笹般に稀縛した
もの£ついて伝ふさ j磁黄の含量は必?しも闘
機でない〉石奴目減資合剛が効力最も太でラバサ
イド絡之じ類し.石挟硫黄合剤の華之に*'ぎぶ
t比較的漉い液ではラパサ"rよりも有効であ
った)'/ -i 'rが4供試剤の内では効力が最も低
場、った2
4.結果の考察 以上質験の結果を揚けた
めであるが、それ拝依るさ撒布襲剤はその主成
分である銅或は硫黄によって白櫨病菌に針する
効力に多大の差の菩在する事が萌にされた。銅
製剤にあっτは、石決~，)レドグ合剤、銅製嫡 1
班、 2邸、及3器、枇酸銅、者機銅製剤、低含銅
製剤の何かの供試剤に於ても最も漉厚な1%波
でさ九白樺病の鷲生防止t二は殆んr効果なき様
であ91:;0 @pち第1，-5回の貰融聾病E白書主の平
均ぞ湯「れば無禁罪fJ撤布の3.57に針し石灰忠・，レ
Vタ合剛1.B9、銅製剤1蹴3.30、間2蛾オ.26、
同3蛾3.(')9、枇酸鯛3.08.有機銅製剤3.09及び
低金銅製剤3.11の如〈であっτ標準ミ大差なき
量病身示した。ニれt二度し続賞ぞ主成分さすら
石炭琉質合剤、石JIë.{~貰合剤の高齢.ラパサ" f' 
及びソ 4ド等』ニ於いては著じ〈効果のあるこさ
が認められたQ @Pち 0.5%では石炭硫黄金聞の
効拘最&大で 16‘5バサ-1f"l ~O、石灰磁責
合剛の毒事13:4これにさRぎ旬、ツl't1.7iは最も低
かつ大が~桐れの揚合にても白能病の量生防止
には多太の効力のある事が認められた司ト醗(1)
属は本病に針するお双硫黄合剤の効果につき.
香川鯨立農事試験揚昭和5年度の試験成横から
然海防匝の白i盛病歩合96~に針し、有'P'~通貰合
剤ト3度波2回(四月中旬及5月上旬〉撒布置で
36. (¥%、同1.0度液掻市直で23.Q%さいふ顕著
なる旗Kfj効果毎週匹けて居るが、本質験の結果も
之i二よ〈一致する白新か予結果必得加乃で砂る
が、‘之桜子薬剤の効方調査試蹟の均三結び
町ヲ砂て考察すれば、本貰験l二用ひた却植物i二件
げる方法は、練物の哉培並じその管壇Z乙惜果の
調査の簡草なこさで、しかも短期間に敵国の賢
験反復が可能であるがため、こなにより結果
の暗貫性令槍すこさが出来るのであるa貰際民
於ては成熟にi尽き小!*~使用するのtあるが.
幼縞物そ用ひた揚合さしτも之さは殆iんど撞の
なきニさ;J信?る白賦融債方法の簡易な酷から
撒布葉剤の調査i二は、量査も遁(.，'f三方・法t思惟す
るq只白櫨病菌は貴子似品性菌で、 30E量以上でiお
胞子め賛事事準が低下じ.瓦小...自瞳0)生育も不
良であらからÄ夏の期聞は貰蹴~施行ι得ない
さいふ不便はある.
5.総 括本報告は農作物病害海防用薬剤
-3;J- (33) 
め効力検定方・法に闘する研究の績報で、小書の
~織物t二於りあ多額白溢病に還せする効力検定者F
bった結果である。其要艶は弐の如〈で弘る・
【1)鼠融の方法さしては昭和19'事5月17日t二第・
1 回目の，j，穿種子農林5蹴~筏15輝、深さ 18
纏の積水面事t二橋付、1に。供眠薬剤の撒布は蒔
骨盤的10-16日間後e、3枚以上の葉を生?
るに歪つ先物に符った国新した小..薗に各種
. の侠鼠襲被~撒布したる上に‘病薗~接種感
染せしめた。接種は被害小夢より採集した分
生胞子の浮波液を撒布し、調査は接種後7日
目に行った。
~2) 調査のヲケ法は各供試小宴鉢ιっき躍病程度
の最も太なるもの会4艶さし、無病のものぞ
0艶さし、僅かに盈害者F認めらるるもの~1
2臨さ定めた.其中間~2及 3 さしτ記録しず之.
命此調査は4乃至5人にτ別々 t二耕Z告し其結
果~卒均Lたa
(8)事糧供鼠襲剤の小穿白溢病費生制11:カ叫硫
費者F含む製剤が強大で、その市Eも石灰硫黄
合剤の効力は長色優れ、ラバサ'1" ~石炭硫
黄合剤の奉及びジ 4ドの願t二少し宛低下し
た。ヰれに反し含鯛剤である石灰ボルドタ被
銅製剤1蛾、 2説、 3脱、此酸鋼、有機銅製
剤、低金鏑糊警では何れも効力殆んrない
おが秘められなoif鉛ぞ含むコロデJ"ドも
.同僚に殆んど効力なきものの様であっ允，
(4)合硫黄各種薬剤につきτもそれらの稀膚さ
効力さの聞係ぞ男るt二、各襲剛尖漉の酒量疫の
高い程効力が大で其低下さ共に効力も減少し、
?こo石灰硫黄合剤及cf石氏融資合剛め事応斜
τは.ボー メ0.25度までの調度で効力があり、
ラバサ.f""及ソ-fJl"1二τはO.2li%及び1'J.5".
まで有効である。
(5)本試験の結果から撒布薬剤の効力調輩め4
方法乏して小~首冶使用するのは少〈さも白
峰病に衝しτは、質験が簡易であって、夏に
その結果l二信韻性の高い動~良好なjJ・法であ
るさ云ひ得る。
女献
( ト厳侮之丞凄績の備容と其防自白 149-163頁
1936 (2)治見武. 犬家自滋病菌王子生胞子の強
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の効巣に・する研究第111誕液の病原菌也子総
~制止力に闘する研究良事研究 35 155-197，19 
43 (4)雷門.-.申山隆夫・宮脇雪夫病客様防
凝耐の効4の研鈴第湖周の鵡味付制
両極東胎鱒tc.射する1I1!1i重量果良事研究37.1.16， 19i7， 
昭初め西門震一・ゆ;1jq伊・大島俊市病省飯防
灘剤の効巣の研究告書S報担箇に於ける爾舗臨業
績病におすろ効果の検定自民撃研究 37..・ ~7， 1~8
二化螺虫の後生橡察に関する基礎的研究第6報
鐙温が越多期幼虫の置を育に及ぼす影響
深 谷
1.緒 冒第2(t期の二化棋虫の幼虫期聞
は約9ク月に及ぶのぞ、その間幼虫は種尽なる
租境保併に遁渇するわけ守あるが、特に越冬期
・の幼虫は所謂耐寒性を獲得し、その生理的賦躍
も鷲育期のものに鞍売る当非常t二安定な賦思を
;撃しているこさが窺われる〈深谷、 1946)。併.
し果しτ冬の畏い期聞や遁じτ幼虫が環境俊件 I
lιぁ t り影響~hない蹴態。経過するものかど
予治、疑わしいq又冬季多・《の揖合幼虫は休眠し
Eいるわけぞあるが休眠の生起さか費醒さ命、が
奔常t二緩漫な生理現象である反而ぞれはホ Jレモ
昌 女
ンさか降素さいった Zクロな物質代謝の結果さ
党られる節が温厚。あるからく糠谷、 1948.s)
問じ越冬坊幼虫そ取扱ラじしτ色その時期或は
遜去の履歴的保件さ云うものを克王子考慮して置
かねばならない。
著者は越冬期金遁じτ幼虫、をあ，る期間特定温
度じ接絹してその彫曹がrのよう民現れτ来る
かfJ羽化明日の早晩t二よって先づ調ばt見士事
そ号するこ~じようτ幼虫が績境温度t二衡し反
癒を示し始ゆる時期身大胆知るこさが出来るさ
考えなのである.
-3'- (.~研究昔~38. . 修 111 84.-37頁 19'8)
